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日 

 

去
月
、
新
嘉
坡

シ
ン
ガ
ポ
オ
ル

よ
り
客
船
に
乘
り
、
マ
レ
イ
半
島
諸
國
を
巡
り
ぬ
。
こ
れ
米
國
船
な
れ
ど
も
、
乘
客
三
千
餘

の
大
半
は
新
嘉
坡
人
、
他
に
中
、
印
、
歐
米
人
と
知
る
。
日
本
人
は
我
等
夫
婦
二
人
の
み
。 

 

港
に
て
乘
船
手
續
き
の
時
、
一
悶
著
あ
り
。
我
等
は
こ
の
船
の
三
泊
航
海
の
後
、
次
な
る
四
泊
航
海
に
連

續
し
て
乘
る
豫
定
な
れ
ば
、
豫
め
船
會
社
本
部
に
問
合
せ
、
三
泊
航
海
終
了
時
に
は
下
船
せ
ず
船
内
同
じ

室
に
留
り
て
次
航
海
に
入
る
を
得
と
承
知
せ
り
。 

 

乘
船
手
續
時
、
念
の
爲
そ
を
確
認
す
る
に
、
案
に
相
違
し
各
航
海
終
了
時
に
は
全
員
下
船
す
る
が
規
則
、

一
旦
下
船
即
ち
新
嘉
坡
に
再
入
國
し
、
次
航
海
の
客
と
共
に
列
に
竝
び
て
再
乘
船
再
出
國
手
續
き
す
べ
し

と
の
御
託
宣
な
り
。
こ
の
場
合
、
船
室
を
出
づ
る
に
は
荷
造
等
煩
瑣
厄
介
あ
る
に
加
へ
、
我
等
當
地
空
港
に

入
國
し
た
る
時
に
申
告
せ
る
滯
在
期
間
に
矛
楯
生
ず
る
の
不
安
あ
り
。 

 

抗
議
し
た
れ
ば
、
現
地
人
受
附
孃
、
連
續
乘
船
を
扱
ふ
經
驗
無
く
、
自
ら
の
言
ひ
分
に
自
信
無
き
風
情
な

り
。
業
を
煮
や
し
責
任
者
呼
ぶ
を
求
む
。
上
席
者
現
れ
出
て
、
我
が
得
し
米
國
本
部
見
解
を
意
に
介
さ
ず
、

受
附
孃
と
同
じ
こ
と
を
述
ぶ
。
彼
が
口
吻
、
頗
る
斷
定
的
且
つ
、
彼
も
我
も
英
語
不
如
意
に
し
て
、
意
志
疏

通
著
し
く
困
難
。
打
開
の
方
途
無
き
が
如
し
。 

 

我
等
に
は
、
早
く
船
に
乘
り
自
室
に
入
り
て
旅
の
緊
張
を
緩
め
た
き
心
地
も
こ
れ
あ
り
て
、
乘
船
後
に
解

決
せ
む
こ
と
を
期
し
、
彼
が
判
斷
を
書
に
な
す
を
求
め
、
そ
の
紙
を
持
ち
て
ひ
と
ま
ず
乘
船
す
。 

 

幸
ひ
な
る
か
な
、
船
内
に
日
本
人
渉
外
役
在
り
。
こ
の
季
節
、
こ
の
船
に
日
本
人
客
あ
る
時
に
限
り
て
の
取

扱
と
知
る
。
こ
の
人
、
有
能
熟
練
熱
心
親
切
活
發
健
康
を
全
身
よ
り
發
散
せ
る
女
性
、
名
を
由
貴
と
言
ふ
。 

 

由
貴
孃
、
港
の
受
附
孃
ら
が
判
斷
を
一
言
の
下
に
否
定
。
か
の
上
席
者
の
書
付
を
一
顧
だ
に
せ
ず
、
下
船

再
乘
船
の
手
續
無
き
儘
に
て
連
續
乘
船
可
能
な
る
を
明
言
す
。
猶
も
不
安
氣
な
る
我
等
を
見
、
そ
の
手
續

を
我
等
に
同
行
し
て
完
了
せ
し
め
む
と
約
束
す
。
日
本
語
に
て
自
信
溢
る
る
説
明
を
得
、
我
等
が
安
堵
、
言

ふ
ま
で
も
無
し
。 

 

三
泊
航
海
終
了
の
日
、
彼
、
約
束
の
室
に
定
刻
に
現
れ
、
我
等
に
附
添
ひ
船
内
に
て
の
手
續
、
瑕
疵
無
く

完
了
す
。 

聞
け
ば
由
貴
孃
、
船
會
社
が
社
員
に
あ
ら
ず
。
都
度
都
度
契
約
し
て
船
に
乘
る
と
言
ふ
。
船
内

に
あ
り
て
、
日
本
人
客
の
渉
外
事
項
全
般
を
擔
當
、
二
十
四
時
間
待
機
し
て
、
深
夜
な
り
と
も
船
内
電
話

に
て
呼
出
さ
る
る
を
苦
に
せ
ず
と
。
異
國
に
て
の
就
業
、
當
然
な
れ
ど
も
勞
働
基
準
法
の
適
用
無
く
、
航
海

終
了
ま
で
休
み
の
日
無
し
。
日
本
人
乘
客
多
き
時
の
多
忙
疲
勞
い
か
ば
か
り
か
と
思
ひ
遣
る
。
し
か
の
み
な

ら
ず
雇
用
條
件
甚
だ
し
く
過
酷
。
假
に
豫
約
變
更
あ
り
て
日
本
人
客
無
き
時
す
な
は
ち
渉
外
役
不
要
な
れ

ば
、
即
刻
下
船
命
令
下
さ
れ
、
港
に
て
そ
の
夜
の
宿
を
探
す
羽
目
に
陷
る
も
あ
る
由
。 

 

英
語
、
中
國
語
を
流
暢
に
操
り
、
氣
配
り
細
か
に
し
て
、
字
美
し
く
文
章
も
良
く
す
。
國
内
に
て
職
を
求

め
な
ば
相
應
の
好
條
件
を
得
ら
る
べ
し
と
我
は
思
へ
ど
も
、
彼
こ
の
仕
事
を
好
み
て
續
け
居
る
と
朗
ら
か
に

言
ふ
。 

 

我
、
彼
が
職
業
觀
、
清
々
し
と
見
る
も
な
ほ
勿
體
な
し
の
感
を
消
去
る
こ
と
能
は
ず
。
航
海
終
了
時
に
渡

さ
れ
た
る
船
會
社
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
、
彼
を
襃
む
る
添
書
き
し
て
投
函
す
。 


